
- 1 - 

 

令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストにおける 

解答用紙について 

 

 令和７年度大学入学共通テストから，平成30年３月に告示された高等学校学習指導要領に対

応した科目を出題することに伴い，一部の教科・科目（地理歴史，公民，数学，理科，情報）では，

解答用紙の様式に変更があります。 

この資料では，変更のある解答用紙の様式を示すとともに，解答科目欄や出題範囲欄のマー

クの方法について説明します。 

なお，解答用紙の体裁については，今後変更する可能性があります。 

１ 地理歴史，公民 

⑴ 解答用紙の様式 

  地理歴史及び公民の解答用紙は，第１解答科目で１枚，第２解答科目で１枚です。第１解

答科目用の解答用紙と第２解答科目用の解答用紙の内容は変わりません。 

よって，ここでは第１解答科目用の解答用紙（イメージ）を使用して説明します。 

第１面 
 

〇全受験者が第１面で以下を記入・マークする。 

・受験番号 

・氏名，フリガナ，試験場コード 

・解答する科目 

（解答用紙１枚あたり１科目のみ） 

 

○『地理総合／歴史総合／公共』以外の科目※ 

を解答する受験者は第１面の解答欄に解答 

をマークする。 
 
 ※ 『地理総合，地理探究』，『歴史総合，日本史探究』，『歴史総合，世界史探究』，『公共，倫理』，『公共，政治・

経済』，『旧世界史Ａ』，『旧世界史Ｂ』，『旧日本史Ａ』，『旧日本史Ｂ』，『旧地理Ａ』，『旧地理Ｂ』，『旧現代社

会』，『旧倫理』，『旧政治・経済』，『旧倫理，旧政治・経済』 
 

第２面  『地理総合／歴史総合／公共』を解答する場合のみ使用 
 

○『地理総合／歴史総合／公共』を解答する 

受験者は第２面で以下をマークする。 

・解答する出題範囲 

（「地理総合」「歴史総合」「公共」の 

うち，二つを選択し，左右の出題 

範囲欄にそれぞれ一つずつマーク） 

 

○『地理総合／歴史総合／公共』を解答する 

受験者は第２面の解答欄に解答をマーク 

する。 

見本 

見本 

令和５年６月９日　掲載 
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⑵ 解答科目欄及び解答欄について 

○解答用紙に記入する際は解答する科目を１科目だけマークしてください。 

※ 新教育課程履修者は，旧教育課程による出題科目をマークしてはいけません。 

 

ⅰ 『地理総合／歴史総合／公共』以外の科目※を解答する場合 

   ※ 『地理総合，地理探究』，『歴史総合，日本史探究』，『歴史総合，世界史探究』，『公共，倫理』，『公共，政治・経

済』，『旧世界史Ａ』，『旧世界史Ｂ』，『旧日本史Ａ』，『旧日本史Ｂ』，『旧地理Ａ』，『旧地理Ｂ』，『旧現代社会』，

『旧倫理』，『旧政治・経済』，『旧倫理，旧政治・経済』 

 ア） 解答科目欄 

第１面にある解答科目欄に，解答する科目を１科目だけマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

例）第１解答科目として『歴史総合，日本史探究』を解答する場合 
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    イ） 解答欄 

 解答欄は，第１面にある以下の箇所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ 『地理総合／歴史総合／公共』を解答する場合 

  ア） 解答科目欄 

第１面にある解答科目欄の『地理総合／歴史総合／公共』にマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

      

例）第１解答科目として『地理総合／歴史総合／公共』を解答する場合 

※ 解答欄が第２面にあることを解答

科目欄の近くに明示します。 
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イ） 出題範囲欄 

第２面に２箇所ある出題範囲欄に，「地理総合」「歴史総合」「公共」のうち，二つを

選択し，それぞれの出題範囲欄に一つずつマークしてください。（解答の順番は問い

ません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ウ） 解答欄 

解答欄は，第２面にある以下の箇所です。 

必ず出題範囲欄のマークに対応した解答欄に解答をマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           ※第１面に解答する科目

と区別するために解答

番号が101から始まり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）「地理総合」と「公共」を選択する場合 

例）「地理総合」と「公共」を選択し（上記イ）の例）， 下図のように出題

範囲欄のマークをした場合 

地
理
総
合
を
解
答 

 

公
共
を
解
答 
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２ 数学 

⑴ 解答用紙の様式 

数学①及び数学②の解答用紙はそれぞれ１枚ずつです。 

 

第１面 
 

○第１面では以下を記入・マークする。 

・受験番号 

・氏名，フリガナ，試験場コード 

・解答する科目 

（数学①，数学②それぞれ１科目 

ずつのみ） 

・解答 

（対応する問題番号の解答欄に 

 のみマーク） 

 

 

 

 

 

 

 

第２面 
 

○第２面では以下をマークする。 

 

・解答 

（対応する問題番号の解答欄に 

 のみマーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見本 

見本 
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⑵ 解答科目欄及び解答欄について 

○解答用紙に記入する際は解答する科目を１科目だけマークしてください。 

※ 新教育課程履修者は，旧教育課程による出題科目をマークしてはいけません。 

 

ア） 解答科目欄 

第１面にある解答科目欄に，解答する科目を１科目だけマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）数学①で『数学Ⅰ，数学Ａ』を解答する場合 

例）数学②で『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』を解答する場合 
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イ） 解答欄 

解答欄は，数学①，数学②それぞれの第１面及び第２面にある以下の箇所です。対応

する問題番号の解答欄にマークして解答してください。 

選択問題がある場合は，選択した問題番号の解答欄にのみ解答をマークしてください。 

 

 

数学①第１面                      数学①第２面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢記号「±」は令和７年度大学入学共通テストから使用しません。 

 

 

 

数学②第１面                      数学②第２面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※選択肢記号「a，b，c，d」は令和７年度大学入学共通テストから使用しません。 
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３ 理科 

⑴ 解答用紙の様式 

理科の解答用紙は，第１解答科目で１枚，第２解答科目で１枚です。第１解答科目用の解

答用紙と第２解答科目用の解答用紙の内容は変わりません。 

よって，ここでは第１解答科目用の解答用紙（イメージ）を使用して説明します。 

 

第１面 
 

〇全受験者が第１面で以下を記入・マークする。 

・受験番号 

・氏名，フリガナ，試験場コード 

・解答する科目 

（解答用紙１枚あたり１科目のみ） 

 

○『物理基礎／化学基礎／生物基礎／ 

地学基礎』以外の科目※を解答する受験者 

は第１面の解答欄に解答をマークする。 

 
※ 『物理』，『化学』，『生物』，『地学』 

 

 

第２面   『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』を解答する場合のみ使用 
 

○『物理基礎／化学基礎／生物基礎／ 

地学基礎』を解答する受験者は第２面で 

以下をマークする。 

・解答する出題範囲 

（「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」 

「地学基礎」のうち，二つを選択し，左右の 

出題範囲欄にそれぞれ一つずつマーク） 

 

○『物理基礎／化学基礎／生物基礎／ 

地学基礎』を解答する受験者は第２面の 

解答欄に解答をマークする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

見本 

見本 
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⑵ 解答科目欄及び解答欄について 

○解答用紙に記入する際は解答する科目を１科目だけマークしてください。 

ⅰ 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』以外の科目※を解答する場合 

   ※ 『物理』，『化学』，『生物』，『地学』 

ア） 解答科目欄 

第１面にある解答科目欄に，解答する科目を１科目だけマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

    イ） 解答欄 

 解答欄は，第１面にある以下の箇所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）第１解答科目として『物理』を解答する場合 
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ⅱ 『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』を解答する場合 

  ア） 解答科目欄 

第１面にある解答科目欄の『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』にマーク

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

      

例）第１解答科目として『物理基礎／化学基礎／生物基礎／地学基礎』を解答する場合 

※ 解答欄が第２面にあることを解答

科目欄の近くに明示します。 
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イ） 出題範囲欄 

第２面に２箇所ある出題範囲欄に，「物理基礎」「化学基礎」「生物基礎」「地学基

礎」のうち，二つを選択し，それぞれの出題範囲欄に一つずつマークしてください。

（解答の順番は問いません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ） 解答欄 

解答欄は，第２面にある以下の箇所です。 

必ず出題範囲欄のマークに対応した解答欄に解答をマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      ※第１面に解答する科目と区別す

るために解答番号が101から始

まります。 

 

 

 

 

 

 

例）「生物基礎」と「地学基礎」を選択する場合 

例）「生物基礎」と「地学基礎」を選択し（上記イ）の例）， 下図のように出題

範囲欄のマークをした場合 

生
物
基
礎
を
解
答 

地
学
基
礎
を
解
答 
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４ 情報 

⑴ 解答用紙の様式 

情報の解答用紙は１枚です。 

 

第１面 
 

○第１面では以下を記入・マークする。 

・受験番号 

・氏名，フリガナ，試験場コード 

・解答する科目 

・解答 

（対応する問題番号の解答欄に 

 のみマーク） 

 

 

 

 

 

 

第２面 
 

○第２面では以下をマークする。 

 

・解答 

（対応する問題番号の解答欄に 

 のみマーク） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見本 

見本 
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⑵ 解答科目欄及び解答欄について 

○解答用紙に記入する際は解答する科目を１科目だけマークしてください。 

※ 新教育課程履修者は，旧教育課程による出題科目をマークしてはいけません。 

ア） 解答科目欄 

第１面にある解答科目欄に，解答する科目を１科目だけマークしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ） 解答欄 

解答欄は，第１面及び第２面にある以下の箇所です。対応する問題番号の解答欄にマ

ークして解答してください。 

選択問題がある場合は，選択した問題番号の解答欄にのみ解答をマークしてください。 

 

第１面                        第２面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）「情報」で『情報Ⅰ』を解答する場合 


